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六月の本山行事
釋空満地蔵尊水子供養法会

日時・六月二十二日　日曜日　

受付・八時、法会開始予定十時半

場所・本山　遥拝殿
今年で二十七回を迎えます当山の「釋空満地蔵尊水子供養法会」ですが、右日程にて執り行います。

　当山で言うところの水子とは、数え年七歳までにこの世を去った、自身の子はもとより、自分の兄弟姉妹をも含めて言います。

　別紙申込み用紙に記入の上、面接時受付または本山まで郵送にて受付けます。（前日必着）

　代参供養は後日、供養の証の品を返信致します。

　猶、供養料　一万円志納にてお願い致します。

 ▼そもそもお地蔵さんとは？
　地蔵という名は、古代インドの言葉だったサンスクリット語のクシティ・ガルバ、という「大地の子宮」に由来します。その性格は、大地が堅固不変であるように、菩提心（悟りを求める心）は堅固不変。また、大地が万物を育成するように、衆生の善根をはぐくむのです。この力が無尽蔵なのです。

　そして、大地がいかなる事態にも揺るがぬように（地震とは違います）、衆生の苦しみを自らの苦しみとし、代わって引き受け、まったくひるまないという意味がある名前なのです。

　しかし、お地蔵さんが世の中にデビューするのは、案外遅く中国では七世紀の後半になってからです。日本では平安時代の歌人で小倉百人一首の参議篁こと小野篁（おののたかむら）が隠岐の島に流罪になり、隠岐に滞在中に地蔵菩薩を見い出し、平安京に帰ってから後に地蔵信仰が伝播したようです。

　ちなみに小野篁は、帰京後毎夜、謎の井戸を通って地獄の閻魔庁に通い閻魔大王の補佐官をしていたそうです。そこで地獄で罪人の身代わりをして下さる菩薩様がおられる事を知らせてくれたのです。

　その仏さまが、地蔵菩薩さんだったのです。その後日本で地蔵信仰が流行するのは、鎌倉時代になってからです。

そして将軍家が信仰してブームになるのが、足利尊氏の時代の室町時代です。

　彼らが信仰した理由は、「代受苦」の思想です。簡単にいえば身代わりです。状況しだいでは、地獄で罪人の身代わりになるだけでなく、現世でも苦しむ人々の身代わりになるという「身代わり地蔵」の信仰が流行したのです。

　▼地蔵信仰の裏事情
　実は、地蔵信仰の前段には浄土信仰というものがありまして、浄土教の教えである阿弥陀如来を信仰し、この世で救われないならあの世の阿弥陀如来の下で修行し、悟りを啓きましょうの思想だったのですが、中世を支配したのは、武士だったのです。

　この武士の仕事は人を殺すことですので、したがって極楽往生はすこぶる難しい考えになります。そこで身代わりをしてくれる地蔵信仰にかたむくのは当然の成り立ちとなります。

　この時代には、地蔵が戦場にあらわれて危急を救う「矢取地蔵」や「縄目地蔵」。武士と地蔵信仰のかかわりを示す最高例が「勝軍地蔵」でしょう。

　このように、武士は常に戦いに明け暮れする阿修羅道で生きているので、そこで救済を願う地蔵が登場するという日本独特の発展をしたともいえます。

　また、『地蔵十王経』が、地蔵と子供を結び付けた事がきっかけとなり、流産・死産、生まれても育たなかった子供たちの救済と結びつけられました。かくして、地蔵の容姿容貌は子供の容姿容貌に似せて造られるようになり、地蔵と子供の一体感が生じて、地蔵が地獄の鬼から子供たちを守る「賽の河原」信仰が出来たようです。

　▼そもそもの水子
　そもそも日本では、「数え七歳までは神のうち」という考えがありました。数えの七歳以下で死んだ子供は、神のもとに帰り、仏にはならないとされました。それゆえ、墓地に葬ることができず、村境にまとめて埋葬する習俗がありました。

　この場合の村境は、単に村と村の境ではなく、この世とあの世の境でもありました。この境界を仕切る「賽ノ神」が支配する領域でした。その役回りを室町時代以降、賽ノ神から地蔵菩薩が担うようになりました。

　今でも山間部の田舎では、村外れの所にお地蔵さんが祀ってあったりしますが、その名残りです。

　七歳までに死んだ子供は、神のもとに帰るとありますが、この場合の神とは先祖のことで、先祖のもとに帰り再度生れ変って来て欲しいの願いがあるのです。

　だから日本には、七五三参りの風習があるのです。七歳を過ぎるまでは神のうちですから、無事に成長している姿を神様にお見せして、引き続きのご加護を願う儀式でもあります。

　▼水子供養　

　このように七歳までに死んだ子供を水子といいます。この子供の霊魂がお地蔵さんのお世話になるという話は、室町時代からありました。ただし、水子の霊魂がこの世に怨念をいだいたまま留まり、祟りをなすとはみなされていませんでした。

　そりゃあそうです。皆さんも思い出して下さい（昔過ぎて、ちょっと無理か）。皆さんが生まれてすぐの赤ちゃんで、恨み辛みをいいましたか？子供は小さいほどその霊魂は純粋無垢です。

　よって、祟るような感情は持ち合わせていないのです。つまり水子の霊が祟るなどというのは大嘘です。有り得ません。むしろ、親の自責の念が祟りを生んでいるのです。

　そこで水子供養の意味ですが、水子もその親も辛い経験をした事は間違いありません。しかし、その経験があるから今日という日が存在するのです。水子は親に対して何もしてあげれません。しかし、親は水子に対して愛と感謝の心を伝える事が出来ます。　

　この親の供養の心を、お地蔵さんが水子との間に入って心を繋ぐ働きをして下さるのです。水子もこの世の親が、自分が原因で嘆き悲しんでばかりいては、純粋な霊魂が曇ります。それよりも愛と感謝の心を時々贈ってくれた方が霊魂も輝きます。

　こんな意味が水子供養にはあると思います。どうぞ、当山の水子供養にもご参列下さい。　　　　　　　　合掌

